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個人戦で中野え・木村えが優勝 
第9回赤池町少年剣道大会 

【メン、惜しくも決まらず 白熱した試合展開】 

来年4 月、新1年生になる子ど 

もさんの健康診断が11月10日上野 

小学校、12日市場小学校で行われ 

ました。 

上野小学校では32人、市場小学 

校では、96人が、お父さん、お母 

さんに付き添われて、歯、目、耳、 

内科、適性検査とそれぞれ神妙な 

顔で検査を受けました。 
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11月7 日、町民会館で田川市郡の各道場、団体 

から36チーム、 280 人を招待して第9回赤池町少 

年剣道大会が行われました。 

入場行進、香月町長の力強い挨拶、小松大会会 

長、浦田議長の祝辞、池田教育長の歓迎の言葉と 

開会行事が行われ、 1 年生の豆剣士から白熱した 

試合が展開されました。 

最後の小、中学生による団体戦での、すばらし 

い剣技の応酬には、応援の父兄から賞賛の拍手が 

1普しみなく送られました。 

大会成績は次のとおりです。 

【団体戦（町長旗）】 （議長杯） 
1位 平 原 道 場（添田町） 平 原 道 場 
2位 英彦 剣 道 部（添田町） 森 安 修 道 館 
3位 森 安 修 道 館（川崎町） 沢 塾（田川市） 

3位 弓削田少年剣道部（田川市） 弓削田少年剣道部 
【個 人 戦】 

（中学生女子の部） 1位 中野亜子（赤池） 

（小学生女子低学年） 

1位 木村陽子（赤池） 

『もうすぐ新入学』 
新1年生の健康診断 

【アーン、ぼく虫歯なんかないよ。上野小学校で】 

12月は冒轟農姦裂獣の納税月てす〇 

（
と
じ
て
保
存
し
て
く
た
さ
い
）
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救急車は正しく利用しましましよう 

⑥救急車は、次のようなときに利用できます 

(1）火災、地震、暴風雨などの災害による傷病者 

(2）交通事故、駅など屋外や公衆の出入する場 

所での傷病者 

(3)屋内において生じた事故、たとえ 

ばガス中毒、熱傷、急病などで他に 

適当な搬送手段がない場合におけ 

る傷病者 

⑥救急車は、このような場合には使 

わないでください 

(1）緊急に搬送する必要のない傷病者 

(2）タクシーやマイカーで搬送できる傷病者 

(3）法定伝染病、精神病患者（原則として保健所 

や警察署が取り扱うことになっています。） 

(4）傷害のない単なる泥酔者 
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九
月
定
例
町
議
会
ぐ
設
置
さ
 11 

た
二
つ
の
特
別
委
員
会
が
、
 

そ
 11 

そ
 11 

関
係
機
関
に
陳
情
を
行
い
ま
し
た
。
L
場
誘
致
促
進
 

特
別
委
 11 
会
（
山
ド
次
男
委
員
長
ほ
か
九
人
）
は
、
ト
月
ニ
ト
 

互
日
、
県
知
事
と
地
域
振
興
整
備
公
団
へ
企
業
の
早
期
誘
致
と
、
 

L
場
団
地
造
成
の
完
成
を
陳
情
し
ま
し
た
 

ま
た
、
町
」
迂
病
院
運
営
持
別
委
員
会
（
月
E
l
之
助
委
員
長
 

ほ
か
九
人
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は
、
ー
 
月
六
H
同
じ
く
県
知
事
と
九
州
大
っ
r
医
 

学
第
 

外
科
部
（
財
政
援
助
や
医
帥
派
遣
を
陳
清
し
ま
し
た
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特
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員
会
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関
係
機
関
へ
陳
情
少
 

エ
場
誘
致
促
進
特
別
委
員
会
 

福
祉
セ
ン
タ
ー
ド
の
赤
池
町
E
場
団
 

地
は
、
衰
退
し
た
石
炭
産
業
に
代
わ
る
 

産
業
の
誘
致
を
は
か
る
た
め
、
就
労
対
 

策
事
業
に
よ
っ
て
、
四
ト
七
い
戸
4
の
う
 

ち
昭
和
四
ト
L
年
度
か
ら
五
ト
．
二
年
度
 

ま
で
約
ー
ト
四
、
与
‘
ル
の
団
地
造
成
を
行
 

い
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
昭
和
五
十
五
年
三
月
ま
で
 

に
、
地
域
振
興
整
備
公
団
（
地
方
都
市
 

整
備
や
、
工
業
再
配
置
、
産
炭
地
域
振
 

荒木利雄氏（車道） 

勲五等瑞宝章を受章 
町の発展に大きく貢献 
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110月25日、地域振興整備公団へ陳情】 

、 昭
和
五
十
七
年
 

秋
の
叙
勲
で
荒
木
 

利
雄
氏
（
大
字
赤
 

池
一
八
二
番
地
の
 

一
）
が
勲
五
等
瑞
 

宝
章
を
受
章
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

荒
木
氏
は
昭
和
 

十
二
年
、
上
野
村
 

議
会
議
員
に
当
選
 

以
来
、
三
十
四
年
 

ま
で
五
期
二
十
一
一
 

年
間
議
員
を
務
め
 

ら
れ
、
そ
の
間
、
 

二
十
二
年
か
ら
三
 

十
四
年
ま
で
は
議
長
と
し
て
、
議
会
の
 

円
滑
な
運
営
に
尽
力
さ
れ
、
観
光
開
発
 

の
促
進
、
商
工
業
の
振
興
を
は
じ
め
、
 

学
校
施
設
の
整
備
充
実
、
保
育
行
政
の
 

確
立
、
庁
舎
建
設
な
ど
に
力
を
注
が
れ
 

興
業
務
を
行
う
役
所
）
へ
、
約
．
ニ
ト
 

の
団
地
を
売
却
し
、
現
在
、
荒
整
地
の
 

状
態
で
す
。
 

こ
の
工
場
団
地
の
早
期
造
成
の
完
成
 

と
企
業
の
誘
致
に
つ
い
て
、
同
公
団
と
 

県
知
事
へ
陳
情
が
行
わ
れ
、
積
極
的
に
 

努
力
す
る
と
の
解
答
を
得
ま
し
た
。
 

町
立
病
院
運
営
特
別
委
員
会
 

町
之
病
院
は
、
炭
鉱
閉
山
に
よ
り
、
 

昭
和
四
ト
ー
年
に
発
足
し
て
以
来
、
高
 

度
成
長
期
の
あ
お
り
と
、
昭
和
四
ト
L
 

荒木利雄氏（83歳） 
[ii月6日、県知事（衛生部）へ陳情】 

ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
四
十
年
か
ら
五
十
年
ま
で
 

は
、
赤
池
町
教
育
委
員
。
そ
の
間
、
四
 

十
四
年
か
ら
五
十
 
年
ま
で
は
教
育
長
 

に
就
任
、
学
校
教
育
は
も
ち
ろ
ん
、
社
 

会
教
育
な
ど
に
日
夜
、
そ
の
重
責
を
果
 

た
さ
れ
ま
し
た
。
 

そ
の
ほ
か
、
田
川
法
務
局
人
権
擁
護
 

委
員
、
田
川
裁
判
所
調
定
委
員
を
歴
任
 

し
、
本
町
の
発
展
と
住
民
福
祉
の
増
進
 

に
献
身
的
な
努
力
を
続
け
ら
れ
た
功
績
 

を
高
く
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受
章
に
な
 

り
ま
し
た
。
 

年
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ノ
ク
等
で
現
A
、
大
 

幅
な
赤
字
経
営
を
予
儀
な
く
さ
 11 

て
い
 

ま
す
。
 

ま
た
、
医
療
機
器
の
高
度
化
、
高
額
 

化
に
よ
る
町
財
政
の
圧
迫
、
医
師
不
足
 

と
大
き
な
問
題
が
山
債
し
て
い
ま
す
 

こ
の
問
題
を
打
開
す
る
た
め
、
次
の
 

よ
う
に
陳
情
が
な
さ
 11 

ま
し
た
、
 

①
筑
豊
地
区
（
特
に
ド
田
川
）
に
県
 

立
病
院
を
設
置
す
る
か
②
町
立
病
院
を
 

県
営
に
移
管
し
て
ほ
し
い
③
ま
た
、
一
一
 

の
施
設
が
出
来
る
ま
で
の
間
は
、
県
寺
 

病
院
の
医
師
を
派
遣
し
て
ほ
し
い
④
財
 

政
的
援
助
を
、
県
立
病
院
並
み
に
お
願
 

い
し
た
い
と
の
陳
情
が
な
さ
 11 

ま
し
た
。
 

イ 「ほんの1杯だけ」 が命とり 

お年寄りがミニゴルフ 
寒さを忘れゲームに熱中 

ト
．
月
ト
目
、
老
人
 

ホ
ー
ム
天
郷
荘
の
お
年
 

寄
り
が
、
鞍
手
町
の
特
 

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
 

や
す
ら
ぎ
園
」
を
訪
問
 

し
、
ミ
ニ
ゴ
ル
フ
を
楽
 

し
み
ま
し
た
。
 

当
日
は
、
あ
い
に
く
 

の
小
雨
の
天
候
で
し
た
 

が
、
天
郷
荘
の
お
年
寄
 

り
ト
五
人
と
、
藤
野
荘
 

長
以
ド
五
人
の
職
 11 

は
 

や
す
ら
ぎ
園
の
方
の
指
 

導
で
、
寒
さ
を
忘
れ
て
、
 

ゲ
ー
ム
に
熱
中
し
、
ま
る
で
若
者
の
よ
 

う
に
生
き
生
き
と
、
喜
び
に
あ
ふ
れ
て
 

い
ま
し
た
。
 

ゲ
ー
ム
終
了
後
、
成
績
順
に
表
彰
を
 

行
い
、
賞
品
を
手
に
し
て
、
お
年
寄
り
 

×
 

は
再
度
の
訪
間
を
約
東
し
、
や
す
ら
ぎ
 

園
を
あ
と
に
し
ま
し
た
。
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ゴ
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年
寄
り
】
 

つ
こ
よ
み
と
行
（
 

和
名
 

師
走
（
し
わ
す
）
 

年
未
で
僧
が
、
い
そ
が
し
く
走
り
ま
 

わ
る
の
で
師
走
、
俗
に
極
月
の
字
を
川
 

い
て
“
し
わ
す
）
と
も
い
う
。
 

1
目
（
水
）
 

歳
未
た
す
け
あ
い
連
動
 

映
画
の
H
 

3
目
（
金
）
 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
品
響
暑
）
 

4
目
（
土
）
 

人
権
週
間
始
ま
る
 
街
頭
 

啓
発
 
街
頭
広
報
（
 

7
日
（
火
）
 

人
権
相
談
所
開
設
（
 

大
雪
 

8
日
（
水
）
 

針
供
養
 

こ
と
納
め
 

9
日
（
木
）
 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
叫
蝉
靴
）
 

障
害
者
の
日
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日
（
金
）
 

生
ワ
ク
チ
ン
（
？
蝉
諮
）
 

世
界
人
権
デ
ー
 

11
 

日
（
土
）
 

人
権
問
題
講
演
会
（
鯵
髭
）
 

年
末
年
始
の
交
通
安
全
運
 

動
始
ま
る
（
m
罰
し
 

13 

日
（
月
）
 

す
す
は
ら
い
 

15 

日
（
水
）
 

年
賀
郵
便
特
別
扱
い
 

エ
ン
ゼ
ル
ク
イ
ズ
締
切
り
 

17
 

日
（
金
）
 

心
配
ご
と
相
談
（
難
具
謙
）
 

麻
し
ん
（
曜
り
曳
讐
 

20 

日
（
月
）
 

乳
児
保
育
相
談
（
聖
鷺
雄
世
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（ど 
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日
（
土
）
 

ク
リ
ス
マ
ス
 

日
（
火
）
 

ご
用
納
め
 

松
迎
え
 

日
（
火
）
 

三
種
混
合
（
叫
違
君
議
）
 

日
（
水
）
 

冬
至
 

日
（
金
）
 

大
晦
日
 

人
権
を
尊
重
し
、
す
べ
て
の
差
別
を
 

な
く
そ
う
と
す
る
 
「
世
界
人
権
宣
言
、
 

国
際
人
権
規
約
」
 
の
成
立
は
、
人
類
の
 

悲
願
で
あ
る
世
界
平
和
に
向
っ
て
大
き
 

く
前
進
し
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
国
籍
（
人
種
）
に
よ
る
差
 

別
、
身
体
障
害
者
に
対
す
る
差
別
、
男
 

と
女
の
差
別
な
ど
、
私
た
ち
の
ま
わ
り
 

に
は
、
い
ぜ
ん
と
し
て
多
く
の
差
別
が
 

存
在
し
て
い
ま
す
。
 

特
に
部
落
差
別
は
、
予
断
と
偏
見
に
 

よ
っ
て
親
か
ら
子
、
子
か
ら
孫
へ
と
伝
 

承
さ
れ
、
そ
れ
も
非
科
学
的
、
非
合
理
 

的
な
誤
っ
た
形
で
今
日
ま
で
残
さ
れ
て
 

い
る
こ
と
を
深
く
認
識
し
な
け
れ
ば
な
 

り
ま
せ
ん
。
 

赤
池
町
で
は
、
十
二
月
四
日
か
ら
十
 

三
日
ま
で
の
十
日
間
を
「
人
権
尊
重
旬
 

間
」
と
定
め
、
部
落
差
別
を
は
じ
め
多
く
 

の
差
別
を
な
く
す
町
民
運
動
を
展
開
し
 

町
民
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
身
の
ま
わ
 

り
の
問
題
、
自
分
の
問
題
と
し
て
、
家
 

庭
で
、
地
域
で
考
え
、
話
し
合
っ
て
い
 

た
だ
く
た
め
、
表
の
よ
う
な
諸
行
事
を
 

開
催
し
ま
す
。
 

豊
か
な
心
と
あ
た
た
か
い
 

ふ
れ
合
い
を
求
め
て
 

赤池町人権尊重旬間行事予定 

行 事 期 IIl] 会 場 内 

街頭啓発 1
12
月4目 

6 : 30 
I 

8 :00 
赤池駅前 

赤池商事前 
ダイコー前 

など 

各会場とも、町執行部・議会・教育 

 委員会の代表者で人権尊重旬間の啓 

発を行う 
12: 00 

i 
13:00 

街頭広報 

12月4 日 

、 

12月13日 

町内全域 広報車で町内全域に広報活動を行う 

人権相 

談所 

12月7 日 

10:00 

i 

15:00 

福祉 

センター 

人権間題ゃ、金銭貸借・戸籍・登記 

相続の間題そのほかの心配ごとに法 

務局職員、人権擁護委員が無料で相 

談に応じる 

講演会 
12月11日 

13: 00-
同和対策 

中央研修所 

全町民を対象に基本的人権の尊重、 

部落差別をはじめ、すべての差別を 

なくす町民運動の推進者としての研 

修の場とする 

赤 

池 

田丁 

人 

権 

尊 

重 

旬 

間 

12 
月
4

日
か
ら
 12 

月
 13 

日
ま
で
 

ま
た
、
福
岡
法
務
局
田
川
支
局
で
も
 

今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
①
部
落
差
別
を
 

な
く
そ
う
②
婦
人
の
地
位
を
高
め
よ
う
 

③
障
害
者
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実
現
 

し
よ
う
④
家
庭
に
団
ら
ん
を
、
と
定
め
 

「
豊
か
な
人
間
関
係
を
つ
く
ろ
う
」
 
と
 

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
 

こ
の
期
間
に
人
権
問
題
を
も
う
一
度
 

あ
な
た
自
身
の
問
題
と
し
て
見
つ
め
直
 

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
 


